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【市長との地域懇談会 記録】 

 

 

開催日    平成 28年 11月 29日（火） 

 

地区     小俣小学校区 

 

会場     小俣町合同会館 

 

参加者数   30人 

 

 

 

 

《質問・意見》 

宮川橋の架け替え（高向小俣線）について、速やかに行ってもらいたい。 

 

《回答》【市長】 

 現在、宮川橋については耐用年数が随分切れている。当初は、市のみでできるかと思っ

ていたが高額になるため、宮川堤防の改修を兼ねて国から援助、県道の関係から県から援

助をいただき、架け替えを進めたい。総事業費当初約８０億円が約６０億円まで下がって

おり、あと一声まできているので、その部分が固まれば事業が動くので、工事等地元の方

にご迷惑をおかけするが、ご協力をいただきたい。 

 

 

《質問・意見》 

民間企業で、残業の過労死のニュースがあった。伊勢市でも病気等で長期欠席もいる。

伊勢市の残業形態、残業が多いのに少ない申告となっている等どのような状態になってい

るか。 

 

《回答》【市長】 

全体的には、平成１７年の合併の頃から正規職員を２０％減らしているので、負担は増

えている。残業代は抑えても伸び続けているが、突飛な形態には直接職員課が担当の部課

長を呼び出し、直接指示を行っている。各課係の残業データも毎週取っている。 

メンタル（心の病）と残業時間が直接リンクしているかというと、当市の場合は違う要

素があるよう見受けられる。人間関係であったりと、様々な課題がある。当市の残業時間

においては、職員課がかなり厳しく管理をしている。 
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《質問・意見》 

フィンランドやシンガポール等は、資源がない国であり、子どもの教育改革を行って、

子どもの教育に力を入れている。保育関係でも、職員の問題、母子家庭、父子家庭、貧困

家庭は、子どもに能力があっても、お金がなければ大学まで行くことができない。 

市長は教育に関してどのように考えているか。 

 

《回答》【市長】 

学校だけではなく、家庭と地域が連携して子どもに見合った成長を育んでいくことが大

事だと思っている。弁論大会全国大会出場、中学校合唱部が全国大会で優勝、１００メー

トル走で全国１位となったり、様々な分野で活躍している。勉強以外の部分でも応援して

いくことも大事である。 

経済的に困っている家庭の無料学習塾を展開しており、対象者６００名程度である。試

験的に旧伊勢市内で小学校と中学校を行っている。このような場に来ることができない

方々のために、地域で無料学習塾が展開できるかが課題である。 

塾に行かせてあげたいと思っている家庭が意外に少ないことがあり、その気持ちをどのよ 

うに盛り立てるかも課題である。 

児童養護施設の子どもをどのようにフォローしていくかを考えており、伊勢では６０名

程度いる。今は児童虐待も多い。一般の家庭で大学まで行くのは約６７％、施設は約８％

程度であり、８倍の教育格差があるので、そこに投資をしていく。児童養護施設の子ども

は親元に帰れない場合が多く、施設のある所で就職することが多いので、福祉的な意味だ

けで教育的な投資も必要であり、皆で分かち合って応援できる環境を整えたい。 

保育所は、新規採用職員を決めてしまったところで反省しているが、臨時職員や嘱託職

員にクラス担任を任せている状況もあり、責任ある担任は正規職員にしていかないといけ

ないので、人材の充実を図りたい。 

 

 

《質問・意見》 

湯田地区の下水道は、いつ開始されるのか。汲取りの業者についても「この区域はこの

業者」と決められている。選べないのか。 

 

《回答》【小俣総合支所長】 

小俣も明野湯田と４期事業でやっている。湯田もほぼ工事も終わってきているので、お

宅の時期ということとなるので、後で聞かせていただき、個別に説明を対応する。 

地域割りの関係は、下水道の絡みで、下水道事業で急に汲取りが少なくなるので、特別

立法ということで年を決めて、急激に減収になったものをこの「地域割り」としてやって

いる。今までのつきあいもあると思うが、特別立法の中でやっているのでご理解を賜りた

い。 
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《質問・意見》 

自転車の部品狙いで、サドル等が盗難に合うので、ＪＲ宮川駅裏の自転車置き場に防犯

カメラを設置してほしい。 

 

《回答》【市長】 

防犯カメラは、他の地域からも要望をもらっている。早急に行いたいが、プライバシー

の侵害の問題から、最高裁で判決がでている。全国的な動きをみていきたい。チャンスが

あれば、すぐにでも行ないたい。 

三重県でも防犯カメラの条例を制定するという話もでているが、指針については出てき

ている。交通担当等、それぞれの担当と内容を精査しながら、期限は未定であるが進めて

いきたい。 

 

 

《質問・意見》 

外城田川の川沿いの道（小俣町合同会館の裏）が駐車場に使用されている。片側１車線

となっており、いつでも駐車でき、普段でも昼夜問わず車が停まっている。 

駐車場がどうしても必要であるなら、有料駐車場あるいはゲートを設けたりして駐車区

間の区別、行事があるなら監視員を付けたり等の方法がある。 

通学路なので、子ども達のためにも危ない。 

 

《回答》【市長】 

通学路は、様々なところが絡んでくるので、良い智恵を出し合って、子ども達には事故

のない環境を継続して作っていきたい。 

 

 

《質問・意見》 

以前はこの近くに小俣町の職員駐車場があり、行事のときは使用していたが、地主が売

却をしてしまった。現在は、行事があると幼稚園のグラウンドを利用するが、数日前から

雨であればグラウンドは使用できない。行事用に小俣町のどこかに駐車場を確保してほし

い。 

 

《回答》【市長】 

了解した。宿題として持ち帰ります。 

 

《質問・意見》 

全国的に待機児童の問題があるが、伊勢の待機児童はどのようになっているか。団地内

に保育所があるが、大部分の方が入園できず他へ入園する状況である。働くため、近くの

保育所へ預けたいという希望があり保育所のある団地に来たが、全く入園できない。様々

な事情はあると思うが、地域性を重視していただいて、これからの課題として考えていた

だきたい。 
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《回答》【市長】 

当市は、今約９０名程度の待機児童がある。現在、保育士不足のこと、施設の定員の拡

大ができるかどうか検討を進めている。 

当市は、小さい団地の開発が増えてきており、それに応じて公共施設を早急に展開する

ことは、やり難い部分がある。小俣町はたくさんの人数がいるので、小学校をもう１校建

てようかということも、数十年先は通用するかどうかという見極めも難しい。兄弟姉妹で

別々の保育園に通っている家庭もあり、その部分も含めて１つずつ改善繰り返していきた

い。都市開発の環境と公共サービスのマッチングをどうやって図るかが大きな課題である。 

 

 

《質問・意見》 

近鉄小俣駅（野依側）の街灯について、去年か一昨年に駐輪場に街灯を２基設置しても

らった。片方が暗いため、２基設置した明るい側に自転車を駐輪する。交通課に依頼をし

ているが、設置してくれる旨の回答は得ているが、いつになるかわからないという返事を

もらっている。日も短くなっているので、暗い方にも同様にもう１基設置してもらいたい。 

 

《回答》【市長】 

交通課に依頼してあるということ、わかりました。 

 


